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７．会議の次第は次のとおりである。 
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   午前１０時００分開会 

○議長（秋山哲朗君）  おはようございます。御報告を申し上げます。 

 去る１１月１０日、佐々木隆義議員が御逝去されましたので、ここに御報告を申

し上げます。 

 なお、議員数においては、現在１名減少の２５名となりますことを申し添えます。 

 以上、報告を終わります。 

 ここで黙祷を行います。事務局長。 

○事務局長（重村暢之君）  それでは、佐々木前議員様へ黙祷をささげたいと思いま

すので、御協力をお願いいたします。黙祷。 

   〔黙祷〕 

○事務局長（重村暢之君）  お直りください。御着席願います。 

○議長（秋山哲朗君）  これより、平成２２年第４回美祢市議会定例会を開会し、直

ちに本日の会議を開きます。 

 この際、事務局より諸般の報告をいたさせます。事務局長。 

○事務局長（重村暢之君）  御報告いたします。本定例会に、本日までに送付してご

ざいますものは、執行部より報告第１号から議案第２６号までの２７件と、事務局

からは、会議予定表並びに一般質問順序表でございます。 

 本日、机上に配付してございますものは、議事日程表（第１号）、議案付託表の

２件でございます。 

 御報告を終わります。 

○議長（秋山哲朗君）  本日の議事日程は、お手元に配付いたしております日程表の

とおりでありますので、御協力をお願いいたします。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、河村淳議員、

大中宏議員を指名いたします。 

 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から１２月１７日までの１８日間といたしたいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（秋山哲朗君）  御異議なしと認めます。よって、会期は、１８日間と決定い

たしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、既に送付いたしております予定表のと

おりでありますので、御了承をお願いいたします。 

 この際、暫時休憩をいたします。 

 議員の皆さんは、建設観光委員会を開催いたしますので、委員会室へお集まりく

ださい。 

 なお、協議事項は、建設観光委員長の互選であります。 

   午前１０時０４分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午前１０時１５分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 それでは、御報告をいたします。 

 佐々木議員の御逝去に伴い、建設観光委員長が欠員となっておりましたが、後任

に馬屋原眞一議員が建設観光委員長に、また、副委員長に萬代泰生議員が互選され

ましたので、御報告いたします。 

 さらに、議長の指名により、馬屋原眞一議員を議会運営委員に選任いたしました

ので、併せて御報告いたします。 

 以上で報告を終わります。 

 この際、建設観光委員会の正副委員長のごあいさつをお願いいたします。 

○建設観光委員長（馬屋原眞一君）  今報告がありました建設委員会の委員長を拝命

いたしました馬屋原でございます。副委員長の萬代でございます。我々の仕事を全

うできるようしっかりやりたいと思います。皆さんの御協力をよろしくお願いしま

す。 

 簡単ですが、あいさつを終わります。 

○議長（秋山哲朗君）  以上をもって、建設観光委員会の正副委員長のあいさつを終

わります。 

 お諮りいたします。日程の順序を変更し、日程第１５、議案第１２号と日程第

１９、議案第１６号を先議したいと思います。御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（秋山哲朗君）  御異議なしと認めます。日程の順序を変更し、日程第１５、

議案第１２号と日程第１９、議案第１６号を先議することに決定しました。 

 日程第１５、議案第１２号美祢市一般職の職員の給与に関する条例及び美祢市病

院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正についてと、日程第１９、議案第

１６号美祢市火災予防条例の一部改正についてを一括議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  本日、平成２２年第４回美祢市議会定例会に提出いたしまし

た議案第１２号及び議案第１６号について御説明申し上げます。 

 議案第１２号は、美祢市一般職の職員の給与に関する条例及び美祢市病院事業管

理者の給与等に関する条例の一部改正についてであります。 

 これは、人事院勧告に基づく国の給与改定に準じ、関係条例の一部を改正するも

のであります。 

 本年８月に、人事院において例年同様実施された職種別民間給与実態調査を踏ま

え、給料月額、期末手当及び勤勉手当の支給月数等の引き下げを行う旨の勧告がな

されたところであります。 

 その主な内容は、給料月額については平均０．１％の引き下げに加え、引き下げ

相当額を本年４月分給与より減額調整を行うとともに、１２月期において期末手当

については０．１５月分、また勤勉手当については０．０５月分、合わせて０．

２月分の支給を減額し、支給を行うものであります。 

 また、病院事業管理者の期末手当につきましても、一般職の職員同様０．１５月

分、勤勉手当については０．０５月分、合わせて０．２月分の支給を減額し支給す

るものであります。 

 議案第１６号は、美祢市火災予防条例の一部改正であります。 

 このたびの改正は、固体酸化物型燃料電池の実用化に伴い、当該電池を燃料電池

発電設備に加えることにより必要な規制を行うとともに、複合型居住用自動火災報

知設備の実用化に伴い当該設備を設置する場合における警報器等の設置義務を免除

するため、所要の改正を行うものであります。 

 以上、提出いたしました議案第１２号及び議案第１６号について御説明申し上げ

ましたが、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げます。 



- 8 - 

○議長（秋山哲朗君）  これにて提案理由の説明を終わります。 

 これより議案の質疑に入ります。 

 日程第１５、議案第１２号美祢市一般職の職員の給与に関する条例及び美祢市病

院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正についての質疑を行います。質疑は

ございませんか。南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  只今の市長の、職員の生計を含め、給料の月額の引き下げ

等についてお尋ねをしたいと思います。 

 これまでもそうなんですが、「人事院勧告に基づく国の給与改定に準じ」、その

一言が職員の賃金の、給料の引き下げの理由になっているんです。ところが、人事

院では、この８月１０日に人事委員会が開かれている。そこで議論になったポイン

トが、大きなポイントがあるんです。そのことについて当然御理解の上で提案され

ていると思うんです。 

 人事院勧告がなされたと。この人事院は８月１０日火曜日に開かれているんです。

ところが、そこでかなりの議論がなされているんです。しかしやむを得ず国家公務

員の給料の引き下げという結論に至ったんですが、そのとき議論になされたポイン

トは何か。私の理解と執行部の理解の相違点はあるだろうと思うんですが、その点

が御説明願えれば最初にあった提案の「人事院勧告に基づく国の給与改定に準じ」、

この言葉が理解できるんではないかと思います。 

 ところが、人事院勧告そのものにどのような議論がなされ、どのような経過を踏

まえて結論に至った。その点がある程度、とりわけ地方自治体では、また職員の

方々、管理職、議員も含めてなんですが、このたった２行、１行だけの説明では私

は不十分なのではないかと思います。そういった点で、まず、いかがでしょうか。 

○議長（秋山哲朗君）  福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君）  只今の南口議員の御質問につきまして御回答をさせて

いただきます。 

 議員さんが御指摘されましたように、人事院におきまして本年の８月に人勧が出

されております。その大きなポイントでございますが、民間給与との格差に基づく

給与改定、それが大きくは１点でございます。それにつきましては、民間給与と地

方公務員との格差を今回の改定に基づきまして圧縮、期末勤勉手当も含めまして民

間のベースに持っていくための人事院勧告がなされておりまして、これにつきまし
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てそれぞれの地域等の状況等もございますが、国と県並びに他の地方自治体、類似

団体等も含めまして、それと県内の企業の動向も踏まえた上で、人事院に準じた形

での改正を今回行ったという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（秋山哲朗君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  いきなり思いつきの質問だったと。日本共産党議員団が入

るまで見解が一致しないので、これから審議をしていくのに、また採決をしていく

のに、たった２人の議員が無様ではよくないと思うので、そこで必要なポイントを

ということで、突然でしたが、質問の答えはほぼ１００％そうだろうと思うんです。 

 ただ、この人事院の中で民間の給与等を評価する際に、日本の経済に触れて、当

然民間の場合は企業の株が上がったり下がったりも含めながら、増収益を長期的に

見ながら、本年度の日本経済は回復期にはある。緩やかな回復期にはある。しかし

ながら、企業のかつての給与を維持するだけの力はないというところに触れている

んです。 

 しかしながら、日本共産党が、じゃ今の大企業も含めて、金がないかと言えば、

それはどの経済誌を見ても、日本の企業には企業内留保、企業内の資産はまだ十分、

世界的に見ても、アメリカやヨーロッパと比較しても高い水準で企業が、俗に言う

投資する力を持っている。投資することが経済が先行きが不透明なために大企業な

り、大企業にかかわらず、企業が持っているお金を投資する側に回れば日本の経済

はもっと活性化されるのではないか、経済が豊かになるんではないかと、そうした

分析もなされている。 

 しかしながら、今後執行部の提案の中に、私は先立っての議会の中でも言ってい

るんですが、ただ単に人事院勧告に基づく給与の改定に準じということだけで、例

えば美祢市の、この美祢市のまちの自治体の責任者として、東京や国がよくなった

からといって簡単に美祢市の地域経済がよくなるかといえば、なかなかそうはなら

ないと思うんです。ですから、当然私は地域の、地元の大手の企業や中小零細企業、

そういった非常に経済が冷え切ったときには地方の回復はもっと遅いんです。そう

いった点も含めながら提案されることで、より議会も、またＭＹＴを通じて市民の

皆さんにも理解がなされるんではないかと思うんです。ですから、これ所管の委員

会が委員長どこいったか。うちですよね。（「総務企業」と呼ぶ者あり）総務企業
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です。ですから、所管の委員会ではもっと議論していきたいと思いますので、その

点を踏まえての提案をしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  南口議員、委員会でということでよろしいですか。はい。そ

のほか御質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１２号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１９、議案第１６号美祢市火災予防条例の一部改正についての質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１６号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 この際、暫時休憩をいたします。 

 この間に、議員の皆さんは総務企業委員会と建設観光委員会の開催をお願いいた

します。それでは、よろしくお願い申し上げます。 

   午前１０時３０分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後 １時００分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 日程第１５、議案第１２号美祢市一般職の職員の給与に関する条例及び美祢市病

院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正についてと、日程第１９、議案第

１６号美祢市火災予防条例の一部改正についてを一括議題といたします。 

 本件に関し、常任委員長の報告を求めます。総務企業委員長。 

   〔総務企業委員長 安冨法明君 登壇〕 

○総務企業委員長（安冨法明君）  それでは、総務企業委員会の委員長報告を申し上

げます。 

 本日、本委員会に付託されました議案第１２号美祢市一般職の職員の給与に関す

る条例及び美祢市病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正についてにつき

まして、委員全員出席のもとで審査をいたしましたので、その審査の経過と結果に
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つきまして御報告を申し上げます。 

 執行部より、これは人事院勧告に基づき、国の給与改定に準じまして、国・県そ

の他の類似市町・企業との給与水準等を考慮した上で関係条例の一部を改正するも

のであります。 

 その主な内容ですが、給与月額につきましては平均０．１％の引き下げに加えま

して、引き下げ相当額を本年の４月分の給与より減額調整を行うものです。 

 また、１２月の期末手当につきましては、０．１５カ月、勤勉手当につきまして

は０．０５カ月分、合わせて０．２カ月の減額をし支給するものです。 

 また、病院事業管理者の期末手当、勤勉手当につきましても、一般職同様に０．

２カ月の減額をし、支給をするものですとの説明がありました。 

 主な質疑について御報告申し上げます。 

 委員より、人事院勧告に基づき改定するとのことであるが、その勧告に必ずしも

従わなければならないのか。なぜ引き下げるのかという詳しい説明が欲しいとの質

疑に対し、執行部より、人事院勧告は国の給与ベースに対するもので、必ずしも従

わなければならないものではありません。国・県では、人事院が国、県内企業と地

域の実情をそれぞれ考慮した上で勧告を行っており、今回引き下げない他の自治体

もあります。しかし、美祢市においては人事院がないので、国の人事院勧告を参考

にし、美祢市の経済状況等を踏まえて、職員の給与を引き下げることが適当である

と判断いたしました。今回、国の人事院勧告に準じた形で改正をしていますとの答

弁がございました。 

 次に、委員より、今のこの件に関する削減の総額は幾らになるのかとの質疑に対

し、執行部より、一般会計分の総額で約３，４４０万円程度、一人当たり平均約

９万４，０００円程度の減額になります。 

 また、市長より、減額分については全体の財政状況を精査し、必要な事業や借金

の返済等、適切に使用いたしますとの答弁がございました。 

 さらに委員より、今回の改正は２条、４条については平成２３年４月１日から施

行で、附則によって平成２２年１２月期支給の期末手当を減額するということでい

いのかとの質疑に対し、執行部より、平成２２年１２月期分については附則におい

て減額するという改正ですとの答弁がありました。 

 その他の質疑については割愛させていただきますが、本議案について意見を求め
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るも意見はなく、採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決をされました。 

 以上をもちまして、総務企業委員長報告を終わります。 

   〔総務企業委員長 安冨法明君 発言席に着く〕 

○議長（秋山哲朗君）  総務企業委員長報告に対する質疑はございませんか。岡山議

員。 

○２番（岡山 隆君）  今、総務委員長より委員会報告がありましたけれども、今回

人事院勧告で、市としては０．２％の支給を減額ということでなっております。そ

ういった中でいろいろ質疑はされたと思いますけれども、現実は今民主党政権の中

にあって、国家公務員の人件費２割削減という民主党政権が打ち出しをしているわ

けです。そういった中にあって、美祢市には民主党系の議員がおるかどうかちょっ

とわからないんですけれども、そういった中で、この国家公務員の人件費２割とい

うたら、今回の合わせて０．２カ月分の支給の減というのはそれ以上ではない、も

っと大幅な削減になってくるわけです。それを民主党、今の菅内閣はやると言った

わけですから、それから見たら整合性が非常に合わない。マニフェスト、政策綱領

というのは非常に重たいものがあるわけです。それによって国民の皆さんは投票し

ていった経緯というのがあるわけです。そういった面で、今回はそれに全然そぐう

ていないということが見てとれるわけです。 

 そういったことで、そういったことも今の現政権、民主党政権でのそういった国

家公務員２割削減に併せたこういった人事院勧告になっていない。もっと下げてい

くべきではないか。そういった声というのはあったんでしょうかどうでしょうか。

その辺をお伺いします。 

○議長（秋山哲朗君）  安冨委員長。 

○総務企業委員長（安冨法明君）  今、岡山議員の委員長質疑を受けたわけですが、

国会あたりではそういうふうな議論がなされているようにも見ておりますが、本委

員会におきましては、そのような議論はございませんでした。 

 以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  そのほか質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、総務企業委員長の報告を終わります。 

 続いて、建設観光委員長の報告を求めます。建設観光委員長。 
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   〔建設観光委員長 馬屋原眞一君 登壇〕 

○建設観光委員長（馬屋原眞一君）  只今より、建設観光委員会の委員長報告を申し

上げます。 

 本日、本委員会に付託されました議案第１６号美祢市火災予防条例の一部改正に

ついてにつきまして、委員全員出席のもとで審査をいたしましたので、その審査の

経過と結果について御報告申し上げます。 

 まず、執行部より、これは対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気

器具等の取り扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令及び住宅用防災機

器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部改正が行わ

れたことにより、本市においても火を使用する燃料電池発電設備の位置、構造及び

管理の基準を定める条項に固体酸化物型燃料電池による発電設備を新たに加えると

ともに、複合型居住施設用自動火災報知設備を一定の基準に従って設置した住宅に

ついては警報器等の設置義務を免除するため、本条例の一部改正をするものですと

の説明がありました。 

 質疑について御報告申し上げます。 

 委員より、固体酸化物型燃料電池とはどういう機器に使用されておるか、また条

例に固体酸化物型燃料電池を加えた理由についてお伺いしたいとの質疑に対し、執

行部より、固体酸化物型燃料電池は、燃料電池自動車、家庭用発電設備などへの開

発が進んでいます。また、このことによりまして条例の規制に固体酸化物型燃料電

池を新しく加えるものですとの答弁がありました。 

 本議案について意見を求めるも意見はなく、採決の結果、全員異議なく全会一致

にて原案のとおり可決されました。 

 以上をもちまして、建設委員長報告を終わります。 

   〔建設観光委員長 馬屋原眞一君 発言席に着く〕 

○議長（秋山哲朗君）  建設観光委員長報告に対する質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、建設観光委員長の報告を終わります。 

 以上をもちまして、常任委員長の報告を終わります。 

 これより議案の討論、採決を行います。 

 日程第１５、議案第１２号美祢市一般職の職員の給与に関する条例及び美祢市病
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院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正についての討論を行います。本案に

対する御意見はございませんか。三好議員。 

○６番（三好睦子君）  国の人事院勧告では、民間格差が人勧を上回っていますが、

山口県の人事院勧告では官民の給与格差が民間のほうが１，３８７円上回っていま

す。美祢市では、人事委員会がないので実態はつかめないのですが、公務員の給与

決定は民間の給与水準にされ、美祢市の民間企業やＪＡ等の年末一時金、給与に影

響してきます。このことは、物が売れなくなるなど地域の経済をさらに冷え込ます。

このマイナスの負の連鎖を断ち切らなければ地域経済はさらに冷え込むことになり

ます。美祢市の経済再生のためにも給与引き下げにつながる条例改正には反対をい

たします。そして、美祢病院におきましても一生懸命生命を守るといった仕事をし

ておられます。職員が減らされる中で頑張っておられる公務員の皆さんにも頑張っ

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  そのほか御意見はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御意見なしと認め、討論を終わります。 

 これより議案第１２号を採決いたします。本案に対する委員長報告は原案可決で

あります。委員長報告のとおり決することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

   〔賛成者挙手〕 

○議長（秋山哲朗君）  挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決され

ました。 

 日程第１９、議案第１６号美祢市火災予防条例の一部改正についての討論を行い

ます。本案に対する御意見はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御意見なしと認め、討論を終わります。 

 これより、議案第１６号を採決いたします。本案に対する委員長報告は原案可決

であります。委員長報告のとおり決することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 
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 この際、暫時休憩をいたします。 

 この間に会派代表者会議、議員全員協議会、議会運営委員会の開催をお願いいた

します。 

   午後１時１５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後１時３５分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 この際、事務局より、諸般の報告をいたさせます。事務局長。 

○事務局長（重村暢之君）  御報告いたします。 

 只今机上に配付いたしたものは、議事日程表（第１号の１）、議員提出議案第

６号、以上２件でございます。 

 御報告を終わります。 

○議長（秋山哲朗君）  お諮りいたします。日程第３０を日程に追加し、先議いたし

たいと思います。これに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御異議なしと認めます。よって、日程第３０を日程に追加し、

先議することに決しました。 

 日程第３０、議員提出議案第６号美祢市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 この際、提出者から提案理由の説明を求めます。柴崎修一郎議員。 

   〔柴崎修一郎君 登壇〕 

○１３番（柴崎修一郎君）  それでは、議員提出議案第６号美祢市議会議員の議員報

酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正についての提案説明を申し上げ

ます。 

 これは、本日提出するものであり、賛成者は、安冨法明議員、山本昌二議員、馬

屋原眞一議員であります。 

 美祢市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（平成２０年美

祢市条例第２４１号）の一部を次のとおり改正するものです。 

 まず、第１条として、平成２２年度１２月期の期末手当に関して、第４条ただし

書き中「１００分の１５０」を「１００分の１３５」に、「１００分の１６５」を
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「１００分の１５０」に改めるものです。 

 さらに、第２条として、平成２３年度以降の６月期、１２月期の期末手当に関し

て、第４条ただし書き中「１００分の１２５」を「１００分の１２２．５」に、

「１００分の１４５」を「１００分の１４０」に、「１００分の１３５」を

「１００分の１３７．５」に、「１００分の１５０」を「１００分の１５５」に改

めるものです。 

 附則、この条例は、公布の日の属する月の翌月の初日（公布の日が月の初日であ

るあるときは、その日）から施行する。ただし、第２条の規定は、平成２３年４月

１日から施行するものです。 

 本議会において期末手当に関して、所要の改正を行うものであります。 

 以上で提案理由の説明といたします。 

 議員皆様の御賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

   〔柴崎修一郎君 発言席に着く〕 

○議長（秋山哲朗君）  これにて、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議員提出議案第６号の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りいたします。只今議題となっております議員提出議案第６号は、会議規則

第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御異議なしと認めます。よって、議員提出議案第６号は、委

員会付託を省略することに決しました。 

 これより、議員提出議案第６号の討論を行います。御意見はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御意見なしと認め、討論を終わります。 

 これより、議員提出議案第６号を採決いたします。本議案を原案のとおり決する

ことに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  御異議なしと認めます。よって、議員提出議案第６号は可決
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されました。 

 日程第３、報告第１号から日程第２９、議案第２６号までのうち、さきに採決し

た日程第１５、議案第１２号及び日程第１９、議案第１６号を除く２５件を、会議

規則第３５条の規定により一括議題といたします。 

 市長から、提案理由の説明を求めます。村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  本日、平成２２年第４回美祢市議会定例会に提出しました報

告１件、議案２６件のうち、さきに採決いただきました議案第１２号及び議案第

１６号を除く報告１件、議案２４件について御説明を申し上げます。 

 報告第１号は、訴えの提起に関する専決処分についてであります。 

 これは、市営住宅使用者が、ほかに住居を所有することにより市営住宅の入居資

格に該当しなくなったことに併せ、家賃を長期にわたり滞納しているため、市営住

宅明け渡し請求及び滞納家賃の支払いについて催告を行いましたが履行されません

ので、民事訴訟法の規定により、市営住宅明け渡し及び家賃の支払いを求める訴え

を提起することについて、地方自治法第１８０条第１項の規定により、１１月５日

に専決処分したので、同条第２項の規定により報告するものであります。 

 議案第１号は、平成２２年度美祢市一般会計補正予算（第６号）についてであり

ます。 

 このたびの補正は、人件費を初め、当面必要とする経費及び事業実施に伴う精算

等について補正するものであります。 

 まず、歳出でありますが、各費目で共通して計上しております職員人件費につき

ましては、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じた職員の給与改定、職

員の異動等に伴う人件費の費目間の調整などによるもので、人事院勧告により支給

率が０．２カ月減額となりました期末勤勉手当では２，２１４万８，０００円の減

額となったものの、職員共済組合負担金の負担率の改定により、職員共済組合負担

金が１，６５９万５，０００円増額となった結果などにより、合わせまして、職員

等人件費総額は３１９万８，０００円の減額となったところであります。 

 次に、人件費を除いた各費目の主な補正について御説明いたします。 

 まず、議会費では、議員の期末手当についても、職員に準じての減額及び議員費

用弁償の廃止に伴う減額などにより２０２万５，０００円を減額補正いたしており



- 18 - 

ます。 

 次に、総務費では、財産管理費で、新年度から、庁舎の一部として使用を予定し

ております旧山口県美祢農林事務所庁舎敷地の購入費２，５４０万円を計上いたし

ております。 

 なお、建物につきましては県から無償譲渡を受けることとしており、これに併せ

まして、同施設の改修工事費などとして６５０万円を計上いたしております。 

 また、寄附者数の増加により、ふるさと美祢応援寄附金事業費に１７５万１，

０００円を計上するとともに、将来の財政の健全な運営に資するため、減債基金に

６，５８１万８，０００円を、庁舎等整備基金へ５，０００万円を積み立てること

としております。 

 選挙費では、本年７月に執行の参議院議員選挙費の精算として２２４万３，

０００円を減額補正いたすなど、総務費総額で１億５，４１８万６，０００円を追

加計上いたしております。 

 次に、民生費では、住宅手当緊急特別措置事業での離職者を対象とした住宅手当

扶助費につきましては、対象者の減による８８７万５，０００円の減額、医療費の

増加に伴う福祉医療助成事業費１，９８７万５，０００円の増額、生活保護受給者

の増による生活保護扶助経費４，２２０万９，０００円の増額、また、本年７月

１５日に発生をした豪雨災害に係る災害救助事業では、国制度の適用となったこと

により被災者更生援護扶助費６，６００万円の減額、災害状況の変更等による市被

災者復興支援扶助費３７８万円の増額を、貸し付け申し込み終了に伴う実績で災害

援護資金貸付金１，８００万円の減額などにより、民生費総額では１，１０５万５，

０００円を減額補正いたしております。 

 次に、衛生費では、予防費において国の補助事業を活用した子宮頸がん予防ワク

チン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの無料接種費用として３９５万３，

０００円を計上するなど、衛生費総額で４８５万３，０００円を追加計上いたして

おります。 

 次に、農林費では、農業委員会費において補助事業の対象外となったことに伴う

電算システム導入及び保守委託料６４７万円の減額、農地費では、江の河原地区圃

場整備事業に係る埋蔵文化財の事前調査経費として９８万７，０００円を、林業費

では、対象面積の増による森林整備地域活動支援交付金９３万４，０００円を追加
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計上するなど、農林費総額では４４２万８，０００円を減額補正いたしております。 

 次に、商工費では、県の緊急雇用創出事業補助金を活用した事業として、商工振

興費において商業現況調査事業１６０万円を、観光費で大正洞・景清洞周辺道路沿

線環境整備３５万７，０００円をそれぞれ追加計上いたしております。 

 次に、土木費では、地籍調査費において費目の組み替えを行っております。 

 次に、教育費では、小学校費のやまぐち学校教育支援員活用促進事業において、

県の支援員配置枠の減による２３５万円の減額、中学校費のやまぐち学校教育支援

員活用促進事業において、県の直接事業となったことによる５６９万１，０００円

の減額、学校施設整備費では、本年度竣工予定の大嶺中・秋芳北中屋内運動場に備

えつける備品の購入及び竣工式経費として１，０８３万６，０００円の追加、文化

財保護費では、長登銅山跡史跡等買い上げ事業において、国庫補助事業による土地

購入の追加が認められたことによる８８万７，０００円の追加など、合わせまして

教育費総額では３６８万２，０００円を追加計上いたしております。 

 次に、災害復旧費では、応急災害工事費や倒木残土処理工事費等の増加及び本年

度の補助採択の増加等により３億７，７３０万３，０００円を追加計上いたしてお

ります。 

 以上が歳出につきましての主な補正内容であります。 

 一方、歳入につきましては、国・県支出金、市債、分担金や寄附金の一部など特

定財源として２億５，９８５万８，０００円を充当し、繰越金や寄附金など５億７，

１４１万７，０００円のうち２億６，１４１万７，０００円を一般財源として充当

した結果、財政調整基金等の基金繰入金３億１，０００万円を減額補正するもので

あります。 

 以上により、既定の歳入歳出予算の総額に、今回の歳入歳出補正額５億２，

１２７万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８９億

８，６３０万３，０００円とするものであります。 

 次に、地方債の補正では、地方債の限度額の変更を行うもので、災害援護資金貸

付事業債におきましては１，８００万円の減額、土木施設補助災害復旧事業債では

９，４５０万円の増額変更を行うものであります。 

 議案第２号は、平成２２年度美祢市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）についてであります。 
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 このたびの補正は、まず、歳出では、人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動

等に伴う調整として５０７万７，０００円を減額補正いたしております。 

 次に、一般管理費において、平成２３年度より山口県国民健康保険団体連合会で

レセプト審査支払い等最適化システムが稼働予定であり、これに対応するための国

保電算システム改修費用２４９万９，０００円を、一般被保険者高額療養費では、

増加傾向にあります高額療養費４，８３４万１，０００円を、そのほか確定に伴い

ます共同事業拠出金や前年度の精算による国・県負担金の返還金などを追加計上す

るとともに、今後の医療費の増嵩に備え、予備費に７，１７９万８，０００円を追

加計上するものであります。 

 一方、歳入につきましては、国・県支出金及び共同事業交付金の特定財源として

５，５６２万９，０００円を充当するとともに、一般会計からの繰入金２５７万８，

０００円を減額し、繰越金９，９８０万４，０００円を充当するものであります。 

 以上により、既定の歳入歳出予算の総額に、今回の歳入歳出補正額１億５，

２８５万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億

４５１万３，０００円とするものであります。 

 議案第３号は、平成２２年度美祢市観光事業特別会計補正予算（第２号）につい

てであります。 

 このたびの補正は、人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動等に伴う調整とし

て７６８万４，０００円を減額補正するとともに、観光客減少による収入減等に伴

い、秋吉台家族旅行村指定管理委託料１，１５０万円を追加計上し、また、決算見

込みによる消費税及び地方消費税１５０万円を減額補正するとともに、財源調整と

して予備費２３１万６，０００円を減額補正するものであります。 

 以上により、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億９６９万９，

０００円とするものであります。 

 議案第４号は、平成２２年度美祢市環境衛生事業特別会計補正予算（第１号）に

ついてであります。 

 このたびの補正は、人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動等に伴う調整とし

て、４１万８，０００円を増額補正するとともに、財源調整として予備費を同額の

４１万８，０００円減額補正するものであります。 

 以上により、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，２０９万９，０００円
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とするものであります。 

 議案第５号は、平成２２年度美祢市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）についてであります。 

 このたびの補正は、人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動等に伴う調整とし

て、７０万８，０００円を減額補正するとともに、財源調整として予備費を同額の

７０万８，０００円増額補正するものであります。 

 以上により、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２，３９２万７，

０００円とするものであります。 

 議案第６号は、平成２２年度美祢市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてであります。 

 このたびの補正は、歳出では、人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動等に伴

う調整として、一般管理費で７０万８，０００円を減額、包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援事業費で２１万４，０００円を追加計上いたしております。 

 また、前年度の精算の結果、超過交付となりました介護予防実態調査分析支援事

業国庫支出金の返還金２０万４，０００円を、予備費に４，０４３万９，０００円

をそれぞれ追加計上するものであります。 

 一方、歳入につきましては、一般会計からの繰入金４９万４，０００円を減額し、

繰越金４，０６４万３，０００円を充当するものであります。 

 以上により、既定の歳入歳出予算の総額に今回の歳入歳出補正額４，０１４万９，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２８億８，４４０万２，

０００円とするものであります。 

 議案第７号は、平成２２年度美祢市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついてであります。 

 このたびの補正は、人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動等に伴う調整とし

て、１３５万２，０００円を減額補正するとともに、財源調整として予備費を同額

の１３５万２，０００円増額補正するものであります。 

 以上により、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億１，４１５万８，

０００円とするものであります。 

 議案第８号は、平成２２年度美祢市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）についてであります。 
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 このたびの補正は、歳出では、平成２１年度の後期高齢者医療保険料及び延滞金

の精算金として後期高齢者医療広域連合へ支払う納付金４５６万４，０００円を、

後期高齢者医療保険料の過誤納還付金４０万１，０００円を追加計上し、歳入につ

きましては繰越金４９６万５，０００円を充当するものであります。 

 以上により、既定の歳入歳出予算の総額に今回の歳入歳出補正額４９６万５，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億３，２９７万３，

０００円とするものであります。 

 議案第９号は、平成２２年度美祢市水道事業会計補正予算（第２号）についてで

あります。 

 このたびの補正は、人事異動及び人事院勧告実施に伴う人件費の調整、水道施設

の修繕に係る経費、さらに本年７月１５日に発生をした規模の豪雨等の災害の対応

のための水道施設整備経費が主なものであります。 

 まず、収益的収支につきましては、支出として、上水道事業費の配水及び給水費

を３３０万９，０００円、総係費を２１万２，０００円それぞれ増額し、簡易水道

事業費では営業費用を８０１万３，０００円増額し、支出総額を３億９，８７３万

８，０００円とするものであります。 

 この結果、収益的収支は、予定損益計算書に示してありますように、当年度純損

失１，３１２万３，０００円となる見込みであります。 

 次に、資本的収支につきましては、収入として、企業債を１億７，８５０万円増

額し、収入総額を２億５，６３６万８，０００円とし、一方、支出として、建設改

良費を１億９，５９４万円増額し、支出総額を４億９，１９７万１，０００円とす

るものであります。 

 この結果、資本的収入額は、資本的支出額に対し不足する額２億３，５６０万３，

０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，８１０万７，

０００円及び過年度分損益勘定留保資金２億１，７４４万６，０００円で補てんす

るものであります。 

 議案第１０号は、平成２２年度美祢市公共下水道事業会計補正予算（第１号）に

ついてであります。 

 このたびの補正は、人事異動及び人事院勧告実施に伴う人件費の調整であります。 

 まず、収益的収支につきましては、支出として営業費用を３６８万１，０００円
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減額し、支出総額を４億６，６６１万５，０００円とするものであります。 

 この結果、収益的収支は、予定損益計算書に示してありますように、当年度純利

益２，３９７万６，０００円となる見込みであります。 

 次に、資本的収支につきましては、支出として建設改良費を２７万２，０００円

増額し、支出総額を５億１，６００万７，０００円とするものであります。 

 この結果、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億８，１１３万４，

０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２８２万２，

０００円及び損益勘定留保資金１億７，８３１万２，０００円で補てんするもので

あります。 

 議案第１１号は、美祢市有線テレビ放送施設の設置及び管理に関する条例の一部

改正についてであります。 

 このたびの改正は、加入促進による市全域の情報一元化を図るため、減額措置期

間をさらに６カ月延長し、平成２３年６月３０日までとするため、所要の改正をす

るものであります。 

 なお、加入促進期間の加入分担金につきましては、これまで同様５万円から２万

７，３００円に減額するものであります。 

 本件に関しまして、去る９月議会におきまして、県外のテレビ局の番組をケーブ

ルテレビで放送する、いわゆる区域外再送信の問題が一部未解決であるため、秋芳

地域でのケーブルテレビ開局は困難な状況であると御説明させていただいたところ

であります。 

 本市といたしましても、サービスを提供する山口ケーブルビジョン株式会社に対

し、一刻も早く解決していただきたいと切望しておりますが、このことは全県的な

問題でありますことから、８月２６日に開催をされました山口県市長会において、

山口ケーブルビジョン株式会社のサービスエリアであります山口市、防府市、宇部

市、そして本市の４市で「地上デジタル放送施行に伴うケーブルテレビの受信環境

について」という共同提案をいたし、全会一致で可決され、中国市長会を通じ総務

大臣への提出がなされております。 

 さらに、山口県９月議会におかれましても、やはり全県的に極めて厳しい問題と

してとらえられており、地上デジタルテレビ放送移行に伴う有線テレビジョン放送

の視聴環境に関する意見書が８名の県会議員の方々より提出され、全会一致で可決
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された後、すぐさま総務大臣へ提出されております。 

 いずれも市民の利益を守る立場に立って、区域外再送信問題の早期解決を国に要

望した内容であります。 

 また、その間にも、本市では、６月と９月に秋芳地域の区長並びに共聴施設代表

者の皆様に対し、本件に対する説明会を開催し、区域外再送信問題に関する状況や、

開局するまでの間、共聴施設の維持管理に関する経費を山口ケーブルビジョン株式

会社が負担されることなどを説明し、御理解をいただいたところであります。 

 また、１０月２５日には、山口ケーブルビジョン株式会社の齋藤社長に対しまし

て、区域外再送信を可能にする法的手段であります総務大臣裁定を申請されるよう

強く要請を行い、間もなく総務大臣に対し裁定の申請をされると聞いております。 

 秋芳地域の皆様には、引き続き御心配をおかけをしてまことに申しわけございま

せんが、何とぞ御理解の上、御協力のほどお願いを申し上げます。 

 議案第１３号は、美祢市河原コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例

の制定についてであります。 

 現在、老朽化した伊佐町河原地区の河原睦会館を解体し、新たに地域コミュニテ

ィ施設を建設しておりますが、本施設の設置及び管理を行うにあたり必要な事項を

定めることを目的として、地方自治法第２４４条の２第１項の規定に基づき、新た

に条例を制定するものであります。 

 議案第１４号は、美祢市児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いてであります。 

 このたびの改正は、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童の健全な育成を

図るため、新たに厚保児童クラブを西厚保町、厚保小学校内に設置するものであり

ます。 

 なお、この条例は、平成２３年４月１日から施行するものであります。 

 議案第１５号は、美祢市病院等事業使用料手数料条例の一部改正についてであり

ます。 

 このたびの改正は、美祢市病院事業管理者が法令上の必要な措置を講じてもなお

徴収の見込みがない債権、すなわち診療に係る使用料等に対する権利を放棄するこ

とができる基準の設定を整備するものであります。 

 なお、施行期日につきましては、公布の日とするものであります。 
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 議案第１７号は、山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更に

ついてであります。 

 これは平成２３年４月１日より、山口県市町総合事務組合で共同処理する交通災

害共済事務について、萩市を加えるため、地方自治法第２９０条第１項の規定によ

り、規約の一部を変更することについて市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１８号は、美祢市へき地保育所の指定管理者の指定についてであります。 

 現在、美祢市立豊田前保育園の指定管理者として、紫光会を指定しておりますが、

平成２３年３月３１日をもって指定期間が満了となります。つきましては、平成

２３年４月１日から平成２６年３月３１日までの３年間、紫光会を指定管理者とし

て再指定いたしたいので、地方自治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の

議決を求めるものであります。 

 議案第１９号は、美祢市心身障害児（者）福祉施設の指定管理者の指定について

であります。 

 現在、美祢市地域活動支援センターあじさいの指定管理者として、社会福祉法人

美祢市社会福祉協議会を指定しておりますが、平成２３年３月３１日をもって指定

期間が満了となります。つきましては、平成２３年４月１日から平成２６年３月

３１日までの３年間、社会福祉法人美祢市社会福祉協議会を指定管理者として再指

定いたしたいので、地方自治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決を

求めるものであります。 

 議案第２０号は、美祢市廃棄物処理施設の指定管理者の指定についてであります。 

 現在、美祢市リサイクルセンター・美祢市一般廃棄物最終処分場の指定管理者と

して、有限会社美祢環境クリーンを指定しておりますが、平成２３年３月３１日を

もって指定期間が満了いたします。つきましては、平成２３年４月１日から平成

２６年３月３１日までの３年間、有限会社美祢環境クリーンを指定管理者として再

指定いたしたいので、地方自治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決

を求めるものであります。 

 議案第２１号は、美祢市秋芳八代ぬくもりの里交流センターの指定管理者の指定

についてであります。 

 これは美祢市秋芳八代ぬくもりの里交流センターの指定管理者として、秋芳八代

ぬくもりの里を指定しているところでありますが、平成２３年３月３１日をもって
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指定期間が満了となります。つきましては、平成２３年４月１日から平成２６年

３月３１日までの３年間、秋芳八代ぬくもりの里を再指定いたしたいので、地方自

治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２２号は、美祢市道の駅おふくの指定管理者の指定についてであります。 

 現在、道の駅おふくの指定管理者として、美祢観光開発株式会社を指定しており

ますが、平成２３年３月３１日をもって指定期間が満了となります。 

 本施設の管理運営には、供用開始当初から当施設の管理運営を目的に設置をされ

た美祢観光開発株式会社の管理運営能力は必要不可欠と考えております。 

 つきましては、美祢観光開発株式会社を公募によらない指定管理者として、平成

２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間再指定したいので、地方自

治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２３号は、美祢市道の駅みとう及び美祢市美東都市と農村交流の館の指定

管理者の指定についてであります。 

 道の駅みとうは、平成１０年にオープンし、施設使用希望者を公募しテナント方

式により現在まで運営しているところであり、また同じ敷地内の都市と農村交流の

館についても同様にテナント方式により運営するとともに、道の駅の案内人として

の管理者を設置しているところであります。 

 交流拠点都市・観光立市を目指す本市といたしましては、平成２３年５月に、地

域高規格道路小郡萩道路が絵堂インターチェンジまで開通することを契機に、道の

駅みとうを、美祢市の東の玄関口と位置づけ、道の駅の本来持つ情報発信の場、ま

た交流拠点の場としての機能を強化し、地域の活性化、観光振興を推進するため、

両施設を一体的に管理運営をする指定管理者制度を導入するものであります。 

 指定管理者を公募したところ、２社からの申請書の提出があり、審査の結果、道

の駅みとうふるさと発展協議会を指定管理者とすることが適当と認めますので、平

成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間、指定管理者として指定

することについて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決

を求めるものであります。 

 議案第２４号は、美祢市勤労福祉会館及び美祢勤労者総合福祉センターの指定管

理者の指定についてであります。 

 現在、両施設の指定管理者として企業組合美祢市中高年雇用福祉事業団を指定し
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ておりますが、平成２３年３月３１日をもって指定期間が満了となります。 

 指定管理者を公募したところ、現在の指定管理者である企業組合美祢市中高年雇

用福祉事業団１社からの申請書の提出があり、審査の結果、適当と認めますので、

同申請者を平成２３年４月１日から平成２６年３月３１日までの３年間、指定管理

者として再指定することについて、地方自治法２４４条の２第６項の規定に基づき

市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２５号は、美祢市秋芳シルバーワークプラザの指定管理者の指定について

であります。 

 現在、当施設の指定管理者として社団法人美祢市シルバー人材センターを指定し

ておりますが、平成２３年３月３１日をもって指定期間が満了となります。つきま

しては、当施設の性質・目的から、高齢者の社会参加等専門的な知識を有している

社団法人美祢市シルバー人材センターを公募によらない指定管理者として、平成

２３年４月１日から平成２６年３月３１日までの３年間、再指定いたしたいので、

地方自治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決を求めるものでありま

す。 

 議案第２６号は、美祢市都市公園の指定管理者の指定についてであります。 

 現在、秋吉台国際芸術村にある美祢市都市公園の管理について、これまで指定管

理者として財団法人山口県文化振興財団を指定しておりますが、平成２３年３月

３１日をもって指定期間が満了となります。 

 当該都市公園は、県有施設である秋吉台国際芸術村と一体的な管理を行うことが

効率的かつ有益であることから、山口県が公募により指定管理者として選定した財

団法人山口県文化県振興財団を美祢市においても、平成２３年４月１日から平成

２８年３月３１日までの５年間、指定管理者として再指定いたしたいので、地方自

治法２４４条の２第６項の規定に基づき市議会の議決を求めるものであります。 

 以上、提出をいたしました報告１件、議案２４件について御説明申し上げました

が、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（秋山哲朗君）  これにて提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案の質疑に入ります。 

 日程第３、報告第１号訴えの提起に関する専決処分についての質疑を行います。

質疑はありませんか。南口議員。 
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○２１番（南口彰夫君）  この入居者の家賃の滞納と、それから二重の住居を持って

いるという理由で訴訟を起こすと。この訴訟の手続の具体的な手だてを若干説明し

てもらえんですか。 

○議長（秋山哲朗君）  伊藤建設経済部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君）  南口議員の御質問にお答えします。 

 この相手方とは、平成１６年から滞納が発生しておりまして、これまでの間で家

賃を入れられたり、その間、督促等は当然しておりますが、電話等で対応してきた

ところでございますが、相手方が議案のほうの報告の裏面にございますが、九州の

熊本ということで、若干電話等での通達が難しいところでございましたが、こちら

に帰られるたびに調整していたところでございます。 

 これまで、今までの法的な事務処理としましては、当然、督促をしております。

その後、催告書、警告、その都度ある程度の滞納をいたしての対応をされて、最終

通知書を近々に出しまして、その辺で向こうからの対応がないということで、今回、

条件つき使用許可取り消し通知書等を送付しまして、全くのあれがないということ

で、やむを得ず今回の専決としてやらせていただいていますが、訴訟の提起に至っ

た経緯でございます。 

 簡単ですが、以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  行政が住民に訴訟を起こす場合、特に税の取り立て、それ

から、当然市営住宅の公共住宅に対する入居者の家賃の不払い。行政が住民に対し

て訴訟を起こす場合は、簡単な言い方をすると、相当悪質だという定義がある面必

要だろうと思うんです。 

 ところが、訴えの相手方というのは熊本県荒尾市になっているんですけど、住民

票の現住所が熊本県荒尾市になっているんですか、既に。 

○議長（秋山哲朗君）  伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君）  提出されて、既になっております。 

○議長（秋山哲朗君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  そこをふと疑問に思うたんですけど、市営住宅の入居者が

住民票を異動するときには市の窓口で、市民課で手続をせにゃいけんのいね。じゃ

から、市営住宅が何住宅であろうか、それから１６年からとすると合併する前の話
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いね。合併する前から既に住民票を市営住宅からよそに移すというときに、その入

居者が市営住宅を出ていくということで、窓口は市民課なんですが、当然税金の滞

納とか、それから家賃の滞納とか、住宅管理課も含めて、結局知らん間にいつの間

にやら出ていっちょったが、残った市営住宅を物置がわりに使いよったか、もしく

は全く関係ない人を入居させちょったかとかいうことも含めて、チェックすること

がその時点でできなかったということなんですか。 

○議長（秋山哲朗君）  伊藤部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君）  大変長期で、原課として市営住宅の使い方等でそう

いう市民課との調整等も滞っているということは十分反省しております。（発言す

る者あり）それで、いずれにしても定期的に帰られているということが現実的には

ございました。家賃も１６年からですけど、５０カ月ちょっとの滞納になっている

わけですが、定期的に帰られてこちらに帰るという御意向も聞いておったり、いろ

いろした次第でありますが、さすがに先ほど言いましたとおり、向こうにある程度

長期にわたりされておりますし、もう悪質であるということで、今回訴訟に踏み切

ったという経緯がございます。 

○議長（秋山哲朗君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  これ専決処分ですから、よそのどこか鹿児島のほうのよう

な市の専決処分じゃ全く資質が違うので意見として聞いておいてほしいんですけど、

例えばもう昭和４３年に炭鉱閉山とともに社宅がいっぱいつぶされると。その中で

受け皿として、美祢市の場合は特に市営住宅と併せながら公共の、当時の雇用促進

事業団が雇用促進アパートを建てるとか、住宅を建てるとかいろんな住宅の措置を

とって、地元に何とか残っていただきたい。それに併せて曽根の工業団地も含めて

企業誘致を取り組んできたんです。 

 中には、例えば市営住宅をきちんと借りているが、仕事がないから、この近辺に

ある湯本のほうに住み込みで働きよると。その女性がたまにアパートに帰ってきて

いるのを空き家として苦情が役所に来ることがあるということも私自身がそういう

苦情を受けて調べに行って、ああ、日ごろおらんが、荷物置き場になっていると。

しかし、よく調べてみれば炭鉱の閉山とともにこの住宅に入って、御主人がさきに

亡くなられて、やむを得ず地元で仕事がないから湯本のほうに出稼ぎで住み込みで

働きよると。じゃけど、住民票も主たる住居はここにあるんだと。こういうのを何
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度か調べてそういう問題を経験しているんです。 

 ところが、この方の場合は、住民票の異動がかなり以前になされておったという

ような感じなんです。そうすると、今後の問題として、税の徴収も含めて、厳しく

ひどくやれと言ってるんじゃない。規則正しくきちんとやるべき措置として宿題が

残されるんではないかと思いますので、建設課だけの責任じゃないと思うんです。

やっぱり公営住宅とのかかわり合いで、住民票が移される場合は市民課窓口にする

ならば、当然連携した形できちんとした、個人情報はきちんと保護するんですよ。

個人情報はきちんと保護しながら、連携した形での措置をとれるようになれば、こ

のような問題は起きなくて済むんではないかというのを意見として添えておきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  そのほか質疑はございませんか。安冨議員。 

○２２番（安冨法明君）  最初にちょっと議長にお聞きをするんですが、今、市長の

提案理由の説明を受けたわけですが、ここで質疑が入りました。予算説明書による

説明というのはもう本会議における説明はこの後はないですか。 

○議長（秋山哲朗君）  この予算についてということですか。各常任委員会……。 

○２２番（安冨法明君）  質疑の間合いをちょっと考えておるんですが。もうあと詳

細なもう説明がなければ今しておかないと機会がないということですね、本会議に

おける質疑の必要はないということですから。 

○議長（秋山哲朗君）  だから、これは今、専決処分ですから、今から一つずついき

ますから。 

○２２番（安冨法明君）  済みません。一つ一つ出ますね。 

○議長（秋山哲朗君）  今から行きます。 

○２２番（安冨法明君）  はい、わかりました。 

○議長（秋山哲朗君）  今の報告第１号についての質疑ですから。いいですか。報告

第１号についての質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 以上、報告第１号を終わります。 

 日程第４、議案第１号平成２２年度美祢市一般会計補正予算（第６号）の質疑を
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行います。質疑はありませんか。岡山議員。 

○２番（岡山 隆君）  平成２２年度の美祢市一般会計補正ですけれども、この中で

衛生費、保健衛生費で予防経費として３９５万３，０００円（発言する者あり）ご

めんなさい、ページは１―３２、３３。委託料として。これは市長のほうからも議

案の説明があったわけでありますけれども、子宮頸がんワクチン、そして小児用肺

炎球菌、そしてもう一点はヒブワクチンの３種接種のことと思っております。 

 それで、今回、これから見ると、県の支出金が１９７万６，０００円、そして一

般財源が１９７万７，０００円ということで、私が聞いている中では、国の補助金

として率が２分の１、そして市が２分の１で、今回公費助成をしていくということ

を聞いておりますけれども、県から支出金ということでちょっと出ておりますので、

この辺が国との関係がどうなのか。ちょっとこの辺について詳しく説明していただ

きたいということで、今後３種混合ワクチンのその対象者となる人数は一体何人程

度なのか。いずれにしても今後各教育民生で突っ込んだ対応がされると思いますけ

れども、この２点だけまずお聞きしておきたいと思っております。 

○議長（秋山哲朗君）  古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君）  岡山議員さんの御質問にお答えしたいと思います。 

 議案の第１号の美祢市の一般会計補正予算書の１─３２、３３でございますね。

それの３３のほうの１３の委託料のほうに３９５万３，０００円という金額が載っ

ております。これは、ちょっと御説明いたしますと、国の子宮頸がん等ワクチン接

種緊急促進臨時特例交付金というふうな事業名になっております。それで、国がこ

れの費用の２分の１を県のほうに基金として２年間繰り出すということを聞いてお

ります。それで、この事業に取り組んだ市町村に対して県が補助すると。それで、

市町村が２分の１というふうなことで実施しております。 

 それで、先ほどの人数等ですが、子宮頸がんワクチンについては、対象者が中学

の１年から高校１年の女子ということで、平成２２年度の対象者が４９１名となっ

ております。これは３回接種ということになっておりまして、それからヒブワクチ

ン、それから小児用の肺炎球菌のワクチン、これは生後２カ月から４歳までという

ことで、それぞれ接種回数、年齢によってちょっとあるんですけれども、全部で見

てみますと８５６人ですか、それほど今平成２２年では対象者がおります。これら

については、今後１００％を目指して接種していくというふうなことになろうかと
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いうふうに思っております。平成２２年度ですから、来年の１月から接種に取りか

かるというふうなことの予定としております。 

 以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  岡山議員。 

○２番（岡山 隆君）  よく、今大体説明がわかりました。それで、今後、国から

２分の１、自治体としては２分の１ということでありましたけれども、よりこれを、

市の負担を削減するために、国が２分の１、そして県が４分の１出して、そして市

は４分の１になっていくと。市の、自治体の負担を軽減するという、そういった方

向性というのは何か情報とか聞いておりますでしょうか。 

○議長（秋山哲朗君）  古屋次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君）  現時点ではそういう情報は聞いておりません。 

○議長（秋山哲朗君）  そのほか質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第５、議案第２号平成２２年度美祢市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第６、議案第３号平成２２年度美祢市観光事業特別会計補正予算（第２号）

の質疑を行います。質疑はありませんか。山中議員。 

○７番（山中佳子君）  観光事業特別会計３─９になります。一般管理費で指定管理

委託料１，１５０万円というのがありますが、これまで指定管理料の指定期間内に

おける補正要求というものは、２７あると思いますが指定管理の施設において出さ

れたことはなく、美祢市指定管理者制度導入に係るガイドラインによると、指定管

理者から四半期ごとに提出される中間報告書等により、所管課は必要な指示を行う

と謳われています。２１年度における家族旅行村の全員協議会で説明がありました

が、５３６万３，２３５円の赤字に対して、市としてはどのような指導をされてき

たのか。 
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 また、今回の補正の額１，１５０万円については精査されたようですが、どのよ

うな適切な精査がなされているのか。今回の赤字が市民からいただいた税金を使っ

た補てんの対象になるのか、議会としても十分検討する必要があるのではないかと

思われます。 

 そこで、資料の請求を要求したいと思います。まず、美祢市と中高年雇用福祉事

業団との間の家族旅行村の指定管理に関する協定書、それから平成１９年度と

２０年度の収支報告書、平成２２年度の事業計画書及び収支予算書、平成１９年度

から２１年度までの家族旅行村の利用状況の推移のわかる比較資料、それから市と

指定管理者の間で交わされているリスク分担表があれば提出していただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（秋山哲朗君）  山本総合観光部長。 

○総合観光部長（山本 勉君）  今、山中議員のほうから資料の提出の依頼がありま

した。それでは、資料についてはこれからちょっと資料を準備をいたしまして配付

をしたいと考えております。 

○議長（秋山哲朗君）  ちょっと待ってください。そのほか、この件につきまして関

連の質問が、ちょっと河本議員。 

○１０番（河本芳久君）  それじゃ、まず最初に、当然これは建設観光委員会に付託

されるものであろうから、十分そこで、今山中議員の要求された資料等をもとに審

査されるものと思いますが、それに先立って、私２点ほどお尋ねしたいと思います。

一応、追加補正予算として１，１５０万円、その補正額の根拠と言いますか、これ

はこれまでの損失か、それとも２２年度の決算を見込んでの損失も含まれたもので

あるかどうか、この点をひとつ、損失補てんに関する質問。 

 それから、今、山中議員も申されたように、リスク分担、当然料金等を徴収し、

観光収入等の減少に伴って指定管理がうまくいかないと、こういったことの問題点

が当然出てくると思います。そのときに、今、第２次改定版のガイドライン、指定

管理にかかわるガイドライン、２１年９月に制定されておりますが、リスク分担表

をいろいろ検討して今見たところ、やはり市の、委託者の責任において処理しなく

ちゃならないもの。それから受託した団体、個人等が責任を持って処理しなくちゃ

ならない。そういうリスク一覧表が載っておりますけれども、収益の減少がイコー

ル市の責任としての損失補てんに該当するかどうか、この辺ようわかりません。こ
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れはやはりこの１件だけじゃなくて、いろいろのこれから指定管理をする中でそう

いった問題は浮上してくるものと思います。この２件について、委員会付託されれ

ばそういう疑問点に対する質問する機会がございませんので、ひとつこの場でお答

え願いたい。 

 以上です。 

○議長（秋山哲朗君）  まず、総合観光部長の山本部長のほうで答えられる範囲内で、

今の件で。例えば、今の補正の根拠とか２２年の損失かどうかということの質問が

あったと思うんですが、答えられる範囲内でいいんですけれども。 

○総合観光部長（山本 勉君）  先ほど、資料の請求がありましたので、これについ

ては配付を後ほどしたいというふうに考えております。それを見て、本来であれば

説明するのが一番わかりやすいかと思いますけれども、今回の１，１５０万の大き

な要因は、まず利用者の減、これが一番大きな要因になっております。また、それ

は資料を見て御説明なりをしたらというふうに思っております。 

 それに伴いまして、もう一点は、人件費の問題があります。今回はその２点が１，

１００万の大きな根拠であります。 

 それと、２２年度に決算による補てんかということですけれども、９月までの分

については実績がもう既に出ておりますので、実績をもとにしております。それか

ら、それ以降の来年の３月までの分については見込みの分で予想を立てて、その不

足額を補正をしております。 

○議長（秋山哲朗君）  山本部長、もしも資料が、今指摘されておりますので、資料

が整って説明したほうがよければ、本会議場ですので、間違ったことを言われると

大変になりますので、もしも資料が出せたときに説明すると言われれば、それで結

構だと思いますので。 

○総合観光部長（山本 勉君）  はい。それでは、資料に基づいてまた御説明を申し

上げたいと思います。 

○議長（秋山哲朗君）  これにつきまして関連であれば。安冨議員。 

○２２番（安冨法明君）  今、２名の議員から既に質疑が出たわけですが、まず２点

お伺いをします。 

 この議案第３号です。指定管理料の１，１５０万円の増額予算についてですが、

事業計画の変更なり指定管理料の変更に当たり、どのような規定、我々に今お示し
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いただいておるのは、わかり得るものは条例、あと施行規則、ガイドラインが示さ

れております。どういうふうな規則なり規定によってこれを見直しをされようとし

ているのかということ、大体わからんでもないんですが、お答えをいただきたいと

いうふうに思います。 

 それと、当初予算に対して先ほども意見がありましたが、当初２，８００万の指

定管理料です。これで、全協で一応観光部のほうから、事前に変更計画書なるもの

が出されて、それによると、当初市が示したそれなりの積算根拠があったと思うん

ですが、金額と収入支出それぞれ比べてみたときに、収入面における減額と言いま

すか、マイナス要因が１，１４０万ぐらいあります。支出面での差異が６７万です

か、とにかく収入にかかわる部分が非常にマイナス、減額要因が、要するに予算は

増額になるわけですが、その要因となったものが非常に大きいということなんです

が、十分協議されたのかどうかということです。今、資料説明が既に何件か出てお

りますが、それにかかわる当然質疑をしていると思っております。何に基づいて今

回の補正をされようとしているかということ。 

○議長（秋山哲朗君）  山本部長。 

○総合観光部長（山本 勉君）  今回の補正は何を根拠に見直されているかという安

冨議員の御質問ですけれども、これにつきましては、市と企業組合美祢市中高年雇

用福祉事業団との間で秋吉台家族旅行村の管理運営に関する協定と、これを締結を

しております。 

 その締結書の第１５条に、委託料の変更を謳っております。それをちょっと読み

ますと、甲──これは美祢市になるわけですが──または乙は、物価の変動その他

予測できなかった事情等により、当初の委託料が適当でないと認めたときは、相手

方に対して書面をもって委託料の変更を求めることができるとなっております。こ

れに基づきまして、この１０月２２日に指定管理者のほうから変更申請書が提出さ

れておるということでありまして、これを今回根拠にしまして、指定管理料の補正

を一つはお願いをするものでございます。 

 それから、事業計画の変更が当事者間で十分協議されているかということです。

この旅行村から提出されました計画変更につきましては、これは事業団と市とで十

分協議を行って、精査もしております。また、先般も全協の中でも御説明いたしま

したが、観光総務課の定期監査の一環としまして２１年度の家族旅行村の監査が実
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施されまして、収支の内訳等について修正を要する指摘を監査委員から受けまして、

これらの修正が行われましたけれども、これに関連をしまして、２２年度の事業に

ついても検証が行われました。結果として、監査委員からも市に対して、今年度多

額の資金不足が見込まれるということから、その対応について十分協議をする旨の

指摘があったことです。そのことなどを受けて十分協議は行っております。 

○議長（秋山哲朗君）  山本部長それぐらいでいいですか。そのほか（「ちょっと待

ってください」と呼ぶ者あり） 

○２２番（安冨法明君）  資料の請求も当然なんですが、結局、一番恐らく議論とな

る点は、今回の増額補正にかかわる評価をどういうふうにするか。先ほど河本議員

のほうから出ておりましたようなリスクの分担、あるいは承認してあるものがある

わけですが、過年度分の事業報告、それから毎年度の評価書、それから、基本的に

まず、もう付託が議会運営委員会で決まっております、委員会付託が決まっており

ます。 

 委員会付託をされれば非常に委員会としても、これは余計なお世話かもしれませ

んが、厳しい議論がなされるだろうというふうに判断も非常に複雑と言いますか、

難しいものになってくるだろうということを私は予想しております。ですから、こ

の本会議においていかに全員の議論を、あと説明書と言いますか、提出された書類

を見ながら議論ができるのかどうかという課題が一つあります。またやられるかど

うかということ。これは議長の裁量と言いますか、お考えもいろいろあろうかとい

うふうに思いますが。 

 それともう一点、かねてより、この指定管理者制度の問題点というのを私何度か、

複数回にわたって指摘をし、申し上げてきたと思うんです。法的にはこの指定管理

者制度の改正によって行政事務の効率化と言いますか、あるいは民間活力の導入と

いうのがあって行政コストも下げますよと、双方にいい方向でということで法律の

改正が平成１５年になってきたということなんです。それ二巡目になります。もう。

大体３年３年でいけば、二巡とかそれ以上になるものがあるかもしれませんが、そ

ういうことになります。 

 ここらで、この制度に対する問題点がどこにあるのかということをきちんと議論

する時期だろうというふうに思っております。ですから、法的にいう自治体が行う、

これは先ほど部長のほうからも説明の中にありましたように、協定書になっており
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ます。協定書を交わし、この制度は、要するに契約行為とは違うんだと、行政処分

だということなんです。ですから、この行政処分によって交わされたこの協定書に、

じゃ一方的に出されたというふうな受け取り方もできんことはないんですが、協議

の上そういうことで。 

 そうすると、市がこの事業を営むに当たって、指定管理者をする上において、こ

の出された変更計画を認めない、全く認めないとかっていうふうな契約行為のよう

にもう一旦した契約の範囲の中でおやりなさいよということは、私は言えないだろ

うというふうに思っております。ですから、一つ制度の中に市長も前回だったと思

いますが、公民館や児童クラブのようなただ箱物の管理委託をする場合と、やはり

ちょっと分けて考えんと問題点はこの中にあるということは、答弁されたというふ

うに記憶をしております。 

 ですから、今回、我々とすれば、金額の問題もさることながら、この制度として、

この制度をもう少し、市民に対してもあるいは議会の共通理解を得る上でもきちん

としたものに私はするべきだろう。議論の余地はこの辺に多分にある。制度上、こ

れ以上詰められないような制度じゃ困るんです。それかといって条例で、これはも

う地方自治について憲法はもう、法を超える条例は、法の範囲の中で条例をつくり

なさいとこういうふうになっていますから、条例で、じゃこれを契約行為に一部す

るというようなこともなかなか難しいだろうというふうに思うわけです。 

 ですから、その結果として、市側にとっても、あるいはこの指定管理を受けたほ

うも両方プラスになり、市の活性化、まちの活性化が図れるということが大前提で

しょうから、私はぜひこの辺を今回、併せてやられることが、皆さんのお考えもあ

るでしょうけれども、私はこの議案に賛成できるかどうかの境目かなというふうに

思っております。 

 さらにもう一つ、次に、議案２０号というのは、ちょっと済みません、範囲を超

えますが、これも道の駅の話なんですが、同じようなことを感じるわけです。です

から、これも今の中でどれだけ議論がしてあるか、協議が詰めてあるかというふう

なことから始まって、またこれと同じような予算上の問題点も生じる可能性も多分

にあると思っております。ですから、収益事業を営むような施設に対する指定管理

者制度をやはり二通り用意するといいますか、今のガイドラインの中でもこことこ

ことここを使ってこの協定はするよとかというのをもうちょっと明確に、それと議
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会に対する報告をきちんとしていただくというふうな公平性図っていただく、担保

できるような制度にひとつどうしてもこの際、していきたい。執行部におかれても

そういうつもりでお願いしたいということを思っておりますので、併せてその辺の

ことを議長に計らっていただきたい。 

○議長（秋山哲朗君）  資料の請求と別にこの制度のあり方が今安冨議員のほうから

問われておると思うんです。今後の美祢市の指定管理のあり方が問われていると思

うんですが、その辺の考え方、部長のほうで答えられる範囲内で。村田市長。 

○市長（村田弘司君）  今、安冨議員が最後におっしゃったことにつきましては、非

常に高い視点からの御指摘、御質問だろうというふうに思っています。私も市の長

として非常に重い問題であろうというふうに思っています。 

 この指定管理者制度ができたそもそもは、設定が公の施設という感覚です。です

から、収益的なものを当初ほぼ想定しなかったということで、箱物をお貸しをする

ことを行政が主導してやるよりも民間の活力を利用したほうがコストが安くサービ

スが上がるんじゃないかというような発想が初めです。 

 現実的にこれが出発してやってみてみると、例えばおふくの道の駅のように、ほ

ぼそこで商売ができる状態のものを指定管理している。そして、きょうＭＹＴがと

っておられますけれども、ラインがあって、放送網も、これ全部公の施設と考えま

す。これを指定管理です。そして、今回この議題に上がっている秋吉台家族旅行村

につきましては、旧秋芳町の段階でこれ設置をされたものですが、当初からも赤字

が当たり前という状態で当時の財団に委託をされたという経緯があります。だから

毎年３，０００万円程度の赤字が出るということがもう想定をされて、それで動い

てきた経緯があります。それを今指定管理でやっていただいているということです

ので、本来的には初めの出発からするといろんなケースがあるということで、現実

に合ってきてない部分がたくさんあります。ですから、これをどう考えてやってい

くかというのが大きな課題だろうと思っております。 

 今回、この議案を、今今回の秋吉台家族旅行村の議案お出しをして、そのことが

この議会の中でも議論していただけると私もありがたいなというふうに思っており

ます。私もいろんな思いがあるんですが、私の思いだけですとんとやってしまうの

もやはり問題があるというふうに思っておりますので、いろんな御議論をちょうだ

いをして、その中で私もお話をさせていただきたいというふうに。 
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 以上でございます。 

○議長（秋山哲朗君）  ここで、それぞれ３人の方から資料の請求が出ておりますの

で、そのほかに資料の請求、今までの議員の皆様から言われた以外の資料の請求が

ある方おられますか。いいですか。はいどうぞ。竹岡議員。 

○２４番（竹岡昌治君）  資料をいただいて、この本会議場でいろんな議論を深める

というのは、先ほど安冨議員からも話がありましたが、いわゆるみとう道の駅、こ

れもちょっと話が飛ぶんですが、収入はゼロ、なしって書いてあります。収入なし、

ゼロで事務局とか消費税だとかそういう話がどこまでどうなっているかもわかりま

せんし、それから監査の立場から申し上げまして、今回、平成２１年度の実績を監

査させていただきました。ところが、貸借対照表までは要求をしておりません、こ

の指定管理者制度においては。そうしますと、未収、未払いが全くわかっていない。

期間計算に直して前回全協の中で、期間計算に直して監査させていただきましたと

いう御報告を申し上げたと思います。 

 そこで、我々監査委員も、期間計算をきちんとするならば貸借対照表まで求める

かと、こういう今議論をやっておりますが、意見調整がなかなかできておりません。

なぜならば、貸借対照表まで求める。いわゆる正規の簿記で処理したものを出せと

いうことになりますと、なかなか一般の方の指定管理者制度の参入が難しいだろう。

今回の議会で九つの指定管理者制度が出ております。その中で八つの問題が再契約

になっております。そうしますと、みとうの道の駅は全く白紙の状態の中で、収入

はなし、じゃ事務処理はどういうふうにされるんかとか言われても、そんな資料も

なんも出ていません。従って、私も安冨議員と同じように、いろんな、今回指定管

理者制度がございますので、それも含めて議論を、総務企業委員会だ、建設観光だ

という別なそれぞれ教育民生もあります。やるんじゃなくて、指定管理者制度につ

いての根本的な議論については、できれば私は連合審査でもしていただいて、もっ

と議論を、基本的なものから議論していただいて、それから建設観光で、この観光

事業の補正予算については審議をしていただくという形のお取り計らいをしていた

だいたほうが、より市民の皆さんにはわかりやすいんじゃないかと、こういう気持

ちがいたします。よろしくひとつ。 

○議長（秋山哲朗君）  なかなか多岐にわたる部分があるということの中で連合審査

という話しが出ておりますけれども、とりあえず資料の請求が出ておりますので、
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暫時休憩の後、資料をまた出していただきたいと思いますし、その間にいろんな御

意見を伺うために会派代表者会議を併せて開きたいと思いますので、よろしくお願

い申し上げます。 

 暫時休憩します。 

   午後３時０２分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後３時４２分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 先ほどの家族旅行村に対する資料請求が出ておりますので、急いでつくりました

ものでページ数を打ってありませんけれども、７部お手元に資料があろうかと思っ

ております。この御説明を綿谷観光総務課長にお願いします。山本、山本総合観光

部部長お願いします。 

○総合観光部長（山本 勉君）  先ほど資料の請求がありましたが、こちらの資料に

つきましては、課長のほうが説明をいたします。 

 その前に、先ほど山中議員のほうから御質問があった中で、このたびの指定管理

料ですね。これにつきましては税金が使われる旨の御質問がありました。議員さん

御承知のように、旅行村の管理運営等の経費につきましては、観光事業の特別会計

で行っております。この特別会計は、主には洞の収入ということで特別会計になっ

ておるわけです。このことから、これにつきましては、税金については一切使用を

しておりませんので、その旨、誤解のないようにお願いをしたいと思います。 

○議長（秋山哲朗君）  綿谷観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（綿谷敦朗君）  それでは、お示しをいたしました資料の

ほうのまず確認をいたしたいと思います。 

 秋吉台家族旅行村の管理運営に関する協定書。次に、平成２２年度事業計画書、

これは企業組合美祢市中高年雇用福祉事業団から提出されたものでございます。続

いて、秋吉台家族旅行村補正予算算出資料、２枚ものがございます。続いて、平成

１９年秋吉台家族旅行村管理運営事業収支報告書、これはカルスト森林組合から提

出された収支報告書でございます。続きまして、２０年度秋吉台家族旅行村管理に

係る経費の収支状況報告、こちらもカルスト森林組合から提出されました収支状況

報告でございます。続きまして、秋吉台家族旅行村平成２１年度収支報告、こちら
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は美祢市中高年雇用福祉事業団から出された収支報告書でございます。最後に、Ａ

４の１枚紙、秋吉台家族旅行村利用者数の対比表をつけております。 

 資料は以上でございます。 

 それで、秋吉台家族旅行村補正予算算出資料、こちらのほうの御説明を行いたい

と思います。 

 現在の観光を取り巻く現状は、非常に厳しい状況にあります。この要因といたし

ましては、国内経済はリーマンショック以降、円高による輸出産業の低迷、これに

伴う株価の低迷、また失業者の増加など、経済状況の先行きが不透明な状況にあり、

このような景気低迷の大きなうねりの中にある国民感情や考え方、このようなもの

は非常に消極的なものとなり、このことが少なからず観光動向にも影響を及ぼして

いると思われます。さらに、本年７月、本市を襲った豪雨災害による風評被害の影

響も大きいものがあると思われます。 

 こうした中、秋芳洞、大正洞、景清洞への入洞者につきましては、本年１０月末

現在で対前年度比１２．８％の減となっております。家族旅行村につきましても、

経済情勢、天候不純、施設の老朽化が影響し、本年１０月までの利用者は対前年度

比２３．９％の減となっております。 

 このような状況の中、家族旅行村の指定管理者である雇用福祉事業団より、平成

２２年度について利用者の減に伴いまして、秋吉台家族旅行村の管理運営に関する

協定書第１５条に基づく協議の申し出がありました。これを受けまして変更計画の

内容の精査を行ったところであります。補正資料のＡ欄がございます。Ａ欄は、当

初、市が指定管理料の積算の際に参考資料として呈示したものであります。Ｂ欄に

つきましては、中高年雇用福祉事業団が提出された当初計画であります。Ｃ欄につ

きましては、このたび利用者の減に伴う変更計画でございます。 

 美祢市中高年雇用福祉事業団は、当初、施設利用料を２，９２８万円見込んでお

られましたが、上半期の実績からすると２，３７７万８，８００円が見込まれ、

５５０万１，２００円の減となります。その他、体育センター、ログハウス、食堂

についても、利用者の減に伴う収入の減が見込まれ、収入合計で見ますと６，

４５７万３，０００円を見込んでおりましたが、上半期の実績から推測いたします

と５，６１５万２，０７１円となり、８４２万９２９円の減が見込まれます。 

 続いて、支出面でございます。人件費について、職員から臨時職員への移行によ
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り経費の削減を図る予定でありましたが、協定書の第７条第３項に、従前、旅行村

に勤務している職員の継続雇用、雇用条件の維持が明記されており、当初の目的ど

おり臨時職員への移行に努力されたが、これの実現が難しく、経費の削減が図れな

かったため、人件費が５４７万３，７６８円増えてまいります。しかしながら、光

熱水費、食堂における原材料費等の節減を図りまして、支出面では当初計画より

３１１万１，７６５円の増となる見込みです。 

 以上のことから、利用客の減に伴います収入減及び人件費増により指定管理料を

増額するものでございます。 

 なお、指定管理者である雇用福祉事業団におかれましては、ホームページの充実、

メーリング会員の募集、旅行村会報の送付等によりまして情報提供、各種イベント

の開催等により利用客の増に向け努力されているところでございます。 

 以上、簡単ですが、説明のほうは終わります。 

○議長（秋山哲朗君）  ここで、議案第３号について御意見をいただくところであり

ますけれども、今先ほど資料を配られましたもので、ここで時間をとりたいという

ふうに思っておりますので、暫時休憩をしたいと思います。よろしくお願いします。 

   午後３時５１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後４時５１分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 本日の会議時間は、会議規則第９条第２項の規定により、議事の都合によりあら

かじめこれを延長いたします。 

 この際、暫時休憩をいたします。 

   午後４時５１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後７時２０分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 議案第３号についての質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第３号は、所管の委員会へ付託いたします。 
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 日程第７、議案第４号平成２２年度美祢市環境衛生事業特別会計補正予算（第

１号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第４号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第８、議案第５号平成２２年度美祢市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第５号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第９、議案第６号平成２２年度美祢市介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第６号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１０、議案第７号平成２２年度美祢市簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第７号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１１、議案第８号平成２２年度美祢市後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第１号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第８号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１２、議案第９号平成２２年度美祢市水道事業会計補正予算（第２号）の

質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第９号は、所管の委員会へ付託いたします。 
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 日程第１３、議案第１０号平成２２年度美祢市公共下水道事業会計補正予算（第

１号）の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１０号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１４、議案第１１号美祢市有線テレビ放送施設の設置及び管理に関する条

例の一部改正についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１１号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１６、議案第１３号美祢市河原コミュニティセンターの設置及び管理に関

する条例の制定についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１３号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１７、議案第１４号美祢市児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部

改正についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１４号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第１８、議案第１５号美祢市病院事業使用料手数料条例の一部改正について

の質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１５号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２０、議案第１７号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約

の変更についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１７号は、所管の委員会へ付託いたします。 
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 日程第２１、議案第１８号美祢市へき地保育所の指定管理者の指定についての質

疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１８号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２２、議案第１９号美祢市心身障害児（者）福祉施設の指定管理者の指定

についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第１９号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２３、議案第２０号美祢市廃棄物処理施設の指定管理者の指定についての

質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２０号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２４、議案第２１号美祢市秋芳八代ぬくもりの里交流センターの指定管理

者の指定についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２１号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２５、議案第２２号美祢市道の駅おふくの指定管理者の指定についての質

疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２２号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２６、議案第２３号美祢市道の駅みとう及び美祢市美東都市と農村交流の

館の指定管理者の指定についての質疑を行います。質疑はありませんか。竹岡議員。 

○２４番（竹岡昌治君）  ３号議案の観光事業特別会計のときにも申し上げたんです

が、指定管理者制度のそもそも論を連合審査していただけませんかという御提案を

申し上げまして、今まで休憩が続いたわけでありますが、正式に私の発言に対して
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議長はどうされるのかお答えいただきたいことが１点と。 

 ２３号に関連しまして、なぜそういうことを申し上げるかというのを、ちょっと

わかるように質問させていただきたいと思います。 

 まず、みとう道の駅とそれから農村交流館の指定管理者制度でございますが、二

つの施設を同時に指定管理者に出すということになれば、この二つの施設を一体的

な管理をしなくちゃならんと思います。そうしますと、道の駅というんですから駅

長というんですか、それとも管理責任者なんでしょうか。組織図の中には全然出て

ないんですが、どのようなお考えかちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（秋山哲朗君）  まず先に私のほうから、連合審査の話だと思いますけれども、

この今の本会議が終わった後、議会運営委員会を開いて、そこで決定をしたいとい

うふうに思いますので、よろしくお願いします。松野商工労働課長。 

○総合政策部商工労働課長（松野哲治君）  只今の御質問にお答えします。 

 参考資料の５４ページに、道の駅みとうふるさと発展協議会組織図がございます

が、この中に、会長初め副会長、監事、会員等の組織図がございますけれども、ヒ

アリングの際には、決まったならば駅長を設置するという話を聞いております。こ

こで議決していただけましたなら、駅長を設置するように話が進んでいくんだろう

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（秋山哲朗君）  竹岡議員。 

○２４番（竹岡昌治君）  議案を出すのに、まことに、私から言わせれば駅長の所在

と言いますか、その辺がさっぱりわからないような議案提案なんです。それから、

事務局が置かれるということが書いてございます。大体事務局の職員給与、どうい

うふうにお考えなのかちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（秋山哲朗君）  松野課長。 

○総合政策部商工労働課長（松野哲治君）  事務局の職員給与につきましては、ヒア

リングの際に収支計画書が出ておりまして、その中に総体の人件費は載っておりま

したけれども、個々の人件費については確認をしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（秋山哲朗君）  竹岡議員。 

○２４番（竹岡昌治君）  あのね、何で僕が一つずつしか質問しないかというと、ぜ
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ひ連合でやってもらいたいと思うんですが、今おっしゃったように、収入はなしっ

て書いてあるんですよ。議会に提案するこの提案書の中に収入なし。なしで駅長も

置きます、事務局も置きますって言われても、ほんとかうそかわからんです。従っ

て、どういう公募をされてどういう結果でこういうものが出てきたのか、お尋ねを

しようと思いましたけれども、連合審査というときですから、そのときにどういう

公募の仕方をするのか。今までの美祢市の、あした一般質問でもやらせていただき

ますが、美祢市の指定管理者制度の中には、例えばこないだ監査しました家族村の

ことを申し上げますと、収入においては消費税込み、それから支出においては消費

税は計算に全く入れていない。計上されていない。それから、今回も事務費も消費

税もどうなっているのかというのが見たいんです。でないと、これだけの資料で議

会が承認をしたという後から、また今回みたいに次に補正が要るとか言われたとき

に、議会としては市民に対して説明のしようがないんです。ですから、当日までに

はどういう形で公募されたのか、その辺の資料が出していただけるように、議長の

ほうにお手配をお願いしたいと思います。 

○議長（秋山哲朗君）  担当課のほうに、その当日まででいいですから、資料の提出

を求められておりますので、資料の提出をお願いしたい。よろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり）。 

 そのほか質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２３号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２７、議案第２４号美祢市勤労福祉会館及び美祢勤労者総合福祉センター

の指定管理者の指定についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２４号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２８、議案第２５号美祢市秋芳シルバーワークプラザの指定管理者の指定

についての質疑を行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 只今議題となっております議案第２５号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 日程第２９、議案第２６号美祢市都市公園の指定管理者の指定についての質疑を

行います。質疑はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋山哲朗君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 只今議題となっております議案第２６号は、所管の委員会へ付託いたします。 

 以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。大変お疲れでございました。 

 なお、議員の皆さんは７時４０分から議会運営委員会を開催いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。大変お疲れでございました。ありがとうございました。 

   午後７時３４分散会 

────────────────────────────── 
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